朝倉市防災会議会議録

１　日　時　

平成２７年６月３日（水）午後１時３０分～午後２時３０分

２　場　所

　朝倉市役所別館２階第２会議室
３　出席者

　委員　　森田俊介（朝倉市長）、谷川昭弘（筑後川河川事務所長代理　事業対策官）、大西昌弘（陸上自衛隊小郡駐屯地第９施設群長）、濱口卓三（朝倉県土整備事務所長）、関保昌（朝倉農林事務所長）、武田忠信（朝倉警察署長）、大楠喜彦（甘木・朝倉消防長）、片山潔（朝倉市副市長）、宮地ミドリ（朝倉市職員）、森田和枝（朝倉市職員）、宮﨑成光（朝倉市教育長）、山内明（朝倉市消防団長）、高松雅彦（九州電力㈱甘木営業所長）、井本五男（朝倉市自主防災会会長会会長）　　　　　委員計　１４名
事務局　 堀内善文（総務部長）、草場千里（消防防災課長）、中村敬一郎（消防防災課消防防災係長）、矢野智大（消防防災課主査）　　　　事務局計　４名
　　　　　
４　会議録

　　司会進行：【草場消防防災課長】
（１）開会のことば【堀内総務部長】
（２）市長あいさつ【森田市長】
（３）辞令交付

　　今回、異動や新たに任命する５名分ひとりひとりに対して、辞令を交付する。条例順による。
（４）委員紹介

　　森田市長より時計回りに委員自己紹介。最後に事務局も自己紹介を行う。
（５）協議・報告事項

　議長：【森田市長】
　ア　防災会議について【中村消防防災係長】
　　　防災会議委員名簿、防災会議条例について説明。
イ　市の防災対策について【中村消防防災係長】
1 土砂災害警戒（特別警戒）区域の指定について
現在の指定状況と、今年度の指定予定について説明。

2 自主防災マップの作成について
市内全地区作成したことについて説明。

3 自主防災組織について
　今年度の自主防災組織の育成強化に向けた事業スケジュールを説明。

4 地域見守り体制支援事業について

孤立死を防ぐための日ごろの見守り活動と、災害時の要援護者を支援する体制を確立するために、介護サービス課と連携し、自主防災組織に対して研修会を行う事業を進めていることを説明。
5 平成２６年度防災関連事業実施報告
平成２６年度に実施した防災関連事業について説明。
6 朝倉市地域防災計画の見直しについて
朝倉市地域防災計画については、福岡県地域防災計画（震災対策編）の修正および災害対策基本法の改正を受けて、見直し・修正段階であることを説明。平成２６年１２月補正予算により業務委託を行い、作業を進めている。平成２８年１月～３月の時期に改定（案）を示し、委員の皆さまにご協議いただく予定であることを説明。
　ウ　質疑応答・意見交換
　　●【高松委員（九州電力㈱甘木営業所長）より】
　　　　　②自主防災マップの作成について、既に作成したものから変更はありましたか？

　　　
⇒【事務局より】
　　　　　変更はありません。
　　●【井本委員（自主防災会会長会会長）より】
　　　　　③自主防災組織の関係で、災害が起こりやすい地域とそうでない地域とで意識に差がある。

　　
⇒【森田会長（市長）より】
　　　　　それぞれ高めていただくことが重要。
　　●【宮地委員（市職員）より】

　　　　　④地域見守り体制支援事業の関係で、井本委員が言われるように地域によって温度差があることは明白。高齢者の観点から、日頃の見守りの体制づくりを進めている。
　　●【大楠委員（消防長）より】
　　　　　今回、初めて委員として参加していますので、昨年の防災会議の会議録を確認したところ、「災害時要援護者名簿について警察署や消防署へ提供できるよう提供先を拡大した」という説明がなされていた。迅速な対応のため、名簿を提供してほしい。11月には筑後地域の広域指令台統合を予定しているので、地図情報化したい考えもある。

　　
⇒【宮地委員（市職員）より】
　　　　　平成23年度に整備した要援護者名簿について個人情報審議会にかけて警察署や消防署へ提供できるように提供先を拡大しております。また、平成26年度末から要援護者名簿の更新をしている途中。担当課へこの内容を伝え、詳細な打合せをさせていただきます。

　　
⇒【大楠委員（消防長）より】
　　　　　よろしくお願いします。
●【大西委員（自衛隊小郡駐屯地第９施設群長）より】
　　　　　資料にもとづき、陸上自衛隊小郡駐屯地第９施設群の災害派遣能力の一例の紹介、第９施設群防災訓練等（災害対処勉強会や管内危険箇所の偵察、朝倉にぎわっ祭での展示等）の実施報告がなされた。今後も連携を深めていきたい。
●【高松委員（九州電力㈱甘木営業所長）より】
　　　　　自衛隊の派遣について、やり方はどのようになっているのですか？

⇒【森田市長より】
　　　　　福岡県知事による要請。市町村からはまずは福岡県へ連絡し、派遣を要請する。
⇒【大西委員（自衛隊小郡駐屯地第９施設群長）より】
　　　　　さらに、法改正により、県知事からの要請がなくても、自衛隊の判断により自主的に派遣することも可能となっている。この点からも、日ごろからの連携を深めておきたい。
⇒【高松委員（九州電力㈱甘木営業所長）より】
　　　　　条件も緩和されているようで、安心します。
●【武田委員（警察署長）より】
　　　　　警察署においても、平成２４年の九州北部豪雨等災害での被災箇所や災害が予想される箇所について空から視察を行ったり、警備課による現場確認を行ったり、救助訓練を行ったりしている。今後は、図上訓練等も計画しており、現場での災害対応能力の向上や県警本部との情報共有について連携を強めていきたい。
●【宮﨑委員（教育長）より】
　　　　　蜷城小学校の体育館に続く渡り廊下のところに一隻の舟がある。少々古くなっているようだが、活用できるのか？
⇒【森田市長より】
　　　　　おそらく地元で管理しているものだと思うのでわからない。
⇒【事務局より】
　　　　　確認します。蜷城地区においては、自主防災マップにおいて舟があるところも記載されている。有事の際の一助になることを期待している。
⇒【山内委員（消防団長）より】
　　　　　消防団（第１２分団）においても舟を所有している。掲示されている写真を見てもわかるとおり、実際に平成２４年の九州北部豪雨等災害においても活躍した。
⇒【大西委員（自衛隊小郡駐屯地第９施設群長）より】
　　　　　自衛隊としても技術協力をしていきたい。
（６）閉会のことば【堀内総務部長】
